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＜連絡事項＞
・WIZ掲示板に青森県感染症発生情報が掲載されています。各自確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・山中　美穂様～臨時薬としてセフジトレンピボキシル錠(100)3T　3×毎食後　3日分(本日昼より)、グリメピリド錠(1)1T　1×朝食直前　5日分(12/22～)が処方となっている。
・中市　正治様～朝、夕使用中のピコスルファートナトリウムの残数無い為、1本処方となる。
・飯岡　未来様～不穏時のリスペリドン内用液(2)の残数無い為、5P処方となっている。
・杉澤　恵子様～腰痛持続している為、ハップスター2P処方となっている。
・竹洞　総子様～不穏時のリスペリドン内用液(2)の残数無い為、5P処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。朝食前後に突然詰所のドアを蹴る事や、大声で悲観的な独語聞かれているが、すぐに落ち着き対面時穏やか。他者交流時には笑顔見せている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施中。不穏や興奮なくホールで落ち着いて過ごせている。対面時も穏やか。周囲とのトラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。不穏や粗暴行為なく落ち着き見られ、話し掛けにも返答し対面時穏やか。他者交流時には笑顔見せている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・和田　昌様～朝食自力にて1/3摂取。昼食提供するも悪態をつき手付かず。介助にも同行為見られ不食するが、水補は行えている。発熱ないが、動作緩慢さ、話し掛け多く多弁であり、気分の高揚さ持続している。
・和田　みよ子様～体温37.3℃、SpO2　97％にて経過。バイタルサイン測定や介助に対して拒否見られている。点滴はトラブルなく経過。
・稲荷　幸七様～発熱なく各バイタルサイン異常はない。経管栄養問題なく滴下している。スタッフへの話し掛けが見られているが、聴き取りが難しい。危険行為はない。
・藤井　孝蔵様～体温37.2～7.0℃で経過。悪寒や熱感は無いが、本人希望にて頭部クーリングしている。朝のCZHiは半分量飲んでいる。指示の点滴はトラブルなく終了している。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～措置解除については、父様からの抵抗強く進展できずにいる事を本人様
も理解されており「私はずっと入院なんでしょうか？」と感情失禁

見られている。「おやつ持ち込みの時、面会して頂けるように頼んで

下さい」との事。現在面会制限中であることを、本人様には伝えていますが、おやつ依頼時には上記内容を伝えて下さい。　
引き続き措置解除に向け、今後も家族対応の検討をしていきます。
